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九
月
十
八
日
、
な
の
は
な
農
協
管
内
で
収
穫
さ

れ
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
中
で
食
味
・
品
質
が
高
い
も

の
を
使
用
し
た
「
八
町
米
」
が
、
全
国
の
消
費
者

に
向
け
て
発
送
さ
れ
ま
し
た
。

　

組
合
員
の
皆
さ
ま
が
丹
精
込
め
て
作
ら
れ
た
米

を
、
少
し
で
も
有
利
に
販
売
す
る
た
め
、
食
味
の

高
い
ブ
ラ
ン
ド
米
「
八
町
米
」
を
主
力
商
品
と
し

て
、
全
国
に
向
け
た
販
売
体
制
の
強
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　

組
合
員
の
方
々
に
も
ご
協
力
を
賜
り
、
新
米
が

発
売
さ
れ
る
こ
の
時
期
は
、
各
地
よ
り
多
数
の
注

文
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
な
の
は
な
農
協
野
菜
セ
ン
タ
ー
に
隣
接
す
る
育
苗
ハ
ウ
ス
で
は
、
令
和
４
年
産
の

た
ま
ね
ぎ
用
の
苗
を
育
苗
し
て
い
ま
す
。

　

た
ま
ね
ぎ
は
、
富
山
県
の
広
域
産
地
形
成
品
目
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
県
内
全
域
で
栽
培

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

播
種
は
、
全
農
富
山
県
本
部
が
各
農
協
よ
り
依
頼
さ
れ
た
枚
数
の
播
種
を
行
い
、
供
給
し

て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
産
の
た
ま
ね
ぎ
は
、
管
内
全
体
で
約
２
ヘクタール
の
作
付
を
予
定
し
て
お
り
、
こ
の
育

苗
ハ
ウ
ス
で
は
約
５
０
０
枚
の
苗
（
約
１
ヘクタール
分
）

の
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
育
苗
期
間
中
の
か
ん

水
は
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
を
使
用
し
、
タ
イ
マ
ー
で

自
動
か
ん
水
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
か
ら
は
収
穫
用
コ
ン
テ
ナ
・
直
管
パ
イ
プ
・

波
板
を
使
用
し
た
ベ
ン
チ
育
苗
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
従
来
、
野
菜
を
育
苗
す
る
場
合
は
、
直
に

苗
を
置
く
と
根
が
セ
ル
ト
レ
イ
の
下
に
伸
び
根
鉢

が
形
成
さ
れ
に
く
い
為
、
ベ
ン
チ
育
苗
を
行
い
ま

す
。
昨
年
ま
で
は
、
収
穫
コ
ン
テ
ナ
を
一
面
に
並

べ
て
そ
の
上
に
苗
を
並
べ
て
い
ま
し
た
が
多
く
の

コ
ン
テ
ナ
が
必
要
に
な
る
こ
と
と
コ
ン
テ
ナ
を
並

べ
る
の
に
労
力
が
掛
か
る
こ
と
が
ネ
ッ
ク
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
ベ
ン
チ
育
苗
で
あ
れ
ば
、
少
な
い

コ
ン
テ
ナ
数
で
ベ
ン
チ
を
作
る
こ
と
が
で
き
、
作

業
の
軽
労
化
に
も
繋
が
り
ま
す
。

　

こ
の
苗
は
10
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
定
植

が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
今
後
は
苗
の
様
子
を
観

察
し
な
が
ら
、
殺
菌
剤
・
殺
虫
剤
・
肥
料
の
散
布
、

剪
葉
（
葉
切
り
）
を
実
施
し
ま
す
。

新米キャンペーン
期間　10月31日（日）まで

　八町米を１０㎏以上お買い上げになる
と、さらに八町米を１㎏プレゼント！
　ご贈答用化粧箱入「八町米」を、全国
どこへでも迅速で確実にお届け致します。
　お買い求め、全国への発送は、最寄の
支店へご用命ください。

　八町米を１０㎏以上お買い上げになる
と、さらに八町米を１㎏プレゼント！
　ご贈答用化粧箱入「八町米」を、全国
どこへでも迅速で確実にお届け致します。
　お買い求め、全国への発送は、最寄の
支店へご用命ください。

実施中実施中

実施中実施中
発送準備をする農協職員

１８日

新
米「
八
町
米
」全
国
へ
発
送

新
米「
八
町
米
」全
国
へ
発
送

令
和
４
年
産
の
た
ま
ね
ぎ
苗
を

育
苗
し
て
い
ま
す

令
和
４
年
産
の
た
ま
ね
ぎ
苗
を

育
苗
し
て
い
ま
す

スプリンクラーでかん水中
の苗の様子　　　　　　　

コンテナ・直管パイプ・波板を
使用したベンチ育苗　　　　　
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八
月
三
十
一
日
、「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
の

刈
取
適
期
研
修
会
を
富
山
県
農
林
振
興
セ

ン
タ
ー
職
員
と
な
の
は
な
農
協
営
農
指
導

員
で
行
い
ま
し
た
。

　

刈
取
適
期
研
修
は
、
刈
取
適
期
札
を
立

て
る
に
あ
た
っ
て
営
農
指
導
員
の
成
熟
期

判
定
の
平
準
化
を
目
的
に
毎
年
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

今
年
は
出
穂
後
の
８
月
中
旬
に
低
温
、

低
日
照
で
推
移
し
ま
し
た
が
、
刈
遅
れ
に
よ
る
胴
割
米
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
、

籾
黄
化
率
85
％
を
目
安
に
刈
り
始
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

管
内
の
平
均
の
出
穂
時
期
が
八
月
二
日
頃
の
場
合
は
、
九
月
十
一
日
頃
が
収

穫
開
始
時
期
（
目
安
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
の
は
な
農
協
管
内
に
お

い
て
、
主
力
品
種
「
コ
シ
ヒ

カ
リ
」　

約
１
，９
３
０
ヘクタール
の

収
穫
が
始
ま
り
、
百
塚
、
呉

羽
、
水
橋
の
３
つ
の
カ
ン
ト

リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
荷
受

作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
出
穂
後
の
８
月
中

旬
に
低
温
、
低
日
照
で
推
移

し
ま
し
た
が
、
刈
遅
れ
に
よ

る
胴
割
米
の
発
生
を
防
ぐ
た

め
、
籾
黄
化
率
85
％
を
目
安

に
刈
り
始
め
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

今
後
と
も
良
質
米
の
出
荷

と
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
及
び

作
業
の
省
力
化
の
た
め
カ
ン

ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
ご

利
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
は
出
穂
後
、
８
月
中
旬
が
低
温
、

低
日
照
で
推
移
し
た
影
響
で
、
成
熟
期

は
や
や
遅
く
、
出
穂
時
期
が
八
月
三
日

頃
の
場
合
は
、
九
月
十
三
日
頃
が
収
穫

開
始
時
期
（
目
安
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

品
質
低
下
を
防
ぐ
た
め
、
籾
黄
化
率

80
％
か
ら
刈
取
り
を
開
始
し
、
適
切
な

乾
燥
・
調
製
を
行
い
、
高
品
質
な
「
富

富
富
」
生
産
に
努
め
ま
し
た
。

　

な
の
は
な
農
協
管
内
で
は
、
54
経
営

体
が
97
・
９
ヘクタール
で
「
富
富
富
」
の
栽
培

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

刈
取
適
期
研
修
会

（「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」）の
実
施
！

刈
取
適
期
研
修
会

（「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」）の
実
施
！

令和３年産
「コシヒカリ」

収
穫
を
迎
え
カ
ン
ト
リ
ー

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
稼
働
！

収
穫
を
迎
え
カ
ン
ト
リ
ー

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
稼
働
！

令和３年産
「
富
富
富
」

収
穫
！

「
富
富
富
」

収
穫
！

富山県農林振興センター職員と
営農指導員によるほ場での刈取適期確認の様子

水橋カントリーでのコシヒカリの荷受作業

「富富富」の刈取
和合支店管内　農事組合法人はっちょう

コシヒカリの刈取り　中部支店管内
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アグリ応援団アグリ応援団
われらわれら

　新型コロナウイルスの感染拡大で日常が変わった。当たり前に感じていた何げない日々
がありがたいものだったと気づかされる。同じように「日常の風景」が変わった出来事が
過去にも幾つかあったが、今も忘れられないのが1993年の「平成の米騒動」だ。
　食卓から日本の米が消えた日。
　覚えている人も多いだろう。あの年は記録的な冷夏で東北を中心に不作となり、極度の
品薄になった。当時は一般紙の社会部で記事を書いていたが、夜遅くに帰宅して食べたご
はんは政府が緊急輸入したタイ米だった。ぱさぱさとしたごはんをかみしめながら、国産
のありがたみを思い知らされたものだ。
　日本人の食卓が、あのころとは違うかたちで変わってしまった。食生活の変化とコロナ
禍で、米の消費は落ち込む一方だという。農家やＪＡの皆さんは需給バランスに苦慮し、
最大限の注意を払っている。
　本当にもったいないことだ。
　年々おいしくなっている日本のお米を食べない
ことが、もったいないと思う。
　数年前から富山米をメインに食べながら、パン
やめん類の代わりに全国各地の米を少量ずつ買っ
て味わうようにしている。私はひそかに「てんこ
もり」のファンだが、日本のお米は多彩で、本当
においしくなった。
　日本人はもっと米を食べたほうが良い。
　この原稿を執筆している今、「てんたかく」の
収穫と出荷が始まっている。ＪＡ全農とやまの出
荷式はコロナ感染対策で質素だったが、「てんた
かく」を積んだトラックは、手を振って見送る関
係者の思いも乗せて、のぼり旗をはためかせなが
ら勢いよく県外へと発進した。この場にいる人も、
日々の取材で出会う人たちも、誰もが富山の農業
の明るい未来を願っている。そんな人々に寄り添
う連載にしたい。題して「われらアグリ応援団」。

プロフィール　1966年生まれ、魚津市在住。平成が始まった1989年から一般紙に30年間勤めて
退職。フリーになり、今年から日本農業新聞富山通信部ライター。

富山県内で農業現場を取材する日々の中、生産者のみなさんやＪＡ、行政関係者をはじめ、多くの
みなさんの声を聴いている。新聞記事には表現しきれなかったみなさんの思い、こぼれ話などを拾
い上げながら未来を見つめていきたい。

日本農業新聞富山通信部ライター　本 田 光 信

第１回「日常の風景」日本のコメはおいしい

「てんたかく」の初出荷式でテープカットする
ＪＡ全農とやま運営委員会の細田勝二会長

「てんたかく」を積んで
県外に向け発進するトラック
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管内の農家の皆様へのお願い

富山市内のＪＡ合併について
　あおば農協・なのはな農協・山田村農協の３農協は、令和５年３月１日合併を目指し、
「富山市内JA合併研究会」において、合併に関する調査研究を進めてまいりました。
　そのような中で、あおば農協及びなのはな農協は、合併協議と並行して、それぞれ店舗
再編の取り組みを進めてきております。また、山田村農協は、さらなる業務の効率化の取り
組みを行っております。
　これらの取り組みは、農協内で十分に議論し、組合員の皆さまのご理解のもと進める必要
があり、相当の時間を要するものです。店舗再編に一定の進展がみられるまで、「富山市内
JA合併研究会」を休止することといたしました。

　農耕車等で道路を走行後に泥落ちしたときは、泥の撤去をお願いします。
　また、農耕車等で公道を走行する場合は、車両ナンバーの取得をお願いします。
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※プリグロックスL、ラウンドアップを散布する場合は風向きなどに留意し、付近の作物等にかからないように注意！

地力は、特に大豆・大麦の作付回数が多いほ場ほど低下しています。
土壌中の腐植を増やし保肥力を高めるには、有機物の補給が有効です。発酵

鶏糞等の堆肥の施用や大豆作付等を予定しているほ場を中心に、ヘアリーベッ
チなどの地力増進作物の作付けを進めましょう。
また、稲わらは貴重な有機物資源なので、水田にすき込み、土づくりに活用

しましょう。
（原稿提供：富山農林振興センター）

・栽培管理情報
・緊急的な気象情報や災害防止対策、
　栽培管理等の情報
・その他必要と思われる情報

〈情報提供内容〉
★なのはな農協では、皆様に電子メールによる営農情報の提供を行っています★★なのはな農協では、皆様に電子メールによる営農情報の提供を行っています★
※登録は無料です ★営農情報提供サービスへの　

　ご登録はこちらから☞
（QRコードにスマホ等をかざして
　必要な情報を登録してください）

Ｒ４年産なのはな米の高品質・安定生産に向けてＲ４年産なのはな米の高品質・安定生産に向けて

　高品質で美味しい米づくりには、「土づくり」が重要です。収穫を終えた土に
有機物の施用や不足養分の補給を行い、次年度の作付けに備えましょう。
　また、雑草が多発したほ場では、秋のうちから雑草対策に取り組みましょう。

　近年、管内では「ごま葉枯病（写真）」の発生
が目立っています。この病気は、土壌中のケイ酸、
カリ、鉄分含量などの低下により発生が増加し、
葉身の褐色斑点による登熟不良や穂枯れにより、
減収や品質低下を招きます。
　今こそ、積極的に土づくりを行いましょう！　ヒエやクサネム等の雑草が目立つほ場が増加しています。次年度

に向けて秋から対策に取り組み、雑草の発生密度を減らしましょう。

稲はケイ酸を多く必要とする作物です。ケイ酸質資材の施用を中断すると土壌中のケイ酸含量が急激
に低下するので、継続的に施用しましょう。
また、ごま葉枯病が多発したほ場では、鉄分を含む資材を施用しましょう。

①土壌改良（土づくり）資材の散布　～ケイ酸等の不足養分の補給、継続的な施用～

作土層が浅いと、根が十分に伸長せず、気温や水分変化の影響を受けやすくなります。秋耕と春耕と
の２回掛けの実施により、作土深15cm以上の確保に努めましょう。
秋耕後、排水溝の設置や心土破砕により水はけを良くし、稲わらの腐熟を促しましょう。

③深耕の実施と排水性の改善　～根域の確保、表面排水の徹底～

②有機物の施用　～腐植含量の向上、物理性の改善、不足養分の補給～秋の土づくり運動 実施中!「９月15日～11月15日」

①「本田」の雑草管理

②「畦畔」の雑草管理

※大麦等畑作物作付ほ場には使用できません。

秋の土づくりと雑草対策秋の土づくりと雑草対策

秋の雑草対策2

秋の土づくり1

■堆肥施用量の目安（秋施用の場合）

■堆肥施用量の目安（秋施用の場合）

牛 糞 堆 肥
豚 糞 堆 肥
籾 殻 堆 肥
発 酵 鶏 糞

種 類

1～2t/10a

2t/10a
150kg/10a

乾　　田

1～1.5t/10a

1～2t/10a
100kg/10a

半湿・粘質田
■ヘアリーベッチ作付け目安

播　種　時　期

播　 種 　量

すき込み時期

９月下旬～ 10月上旬

4 ～ 6㎏/10a

4 ～ 5月

品 種 晩生品種

わらゴールド
資 材 名

30kg/10a
標準施用量

セルロース分解菌、窒素2.1%、リン酸5.5%、カリ3.7%
主 な 成 分

※微生物と有機物の連携で稲わらの腐熟化を促進します

カソロン粒剤6.7

除 草 剤 名

4～6㎏
（雑草発生前～発生始期）

散布量（10a当たり） 備　　　　考
秋冬期～春期に、畦畔に散布することにより、6月頃までイネ科雑草
の発生を抑えます。カメムシの餌をなくし、カメムシの越冬世代と次
世代以降の発生密度を低減します。

石灰窒素

除 草 剤 名

40～50㎏

プリグロックスＬ 800～1000㎖
（希釈水量100～150ℓ）

マックスロード
１年生雑草：200～ 500㎖
多年生雑草：500～1000㎖
（希釈水量50～100ℓ）

散布量（10a当たり） 備　　　　考
発芽促進により秋の内に発生させたヒエをすき込み、翌年の発生
密度を減らします。稲刈り後、できるだけ気温の高い時期に散布し
ます。翌年が水稲の場合、基肥の減肥を検討しましょう。
１年生雑草（ヒエ、クサネム等）の種子の発芽抑制等により翌年の
発生密度を減らします。土中の種子には効かないので、秋耕前の
散布が効果的です。

塊。茎を形成する雑草（クログワイ等）にも浸透移行し、密度を
抑えます。気温の高い時期に散布するほうが効果的です。

＜ごま葉枯病の病斑＞

こんな斑点
の稲の葉を
見ませんで
したか？

　なのはな農協では、土壌改良資材の積極的な散布を推進するため、「なのはな米品質向上対策事業」として、
資材費助成や散布委託費の支援・作業の仲介等を実施しております。事業の詳細については、各支店へお
問い合わせください。

珪酸石灰

シリカロマン

シンキョーライトＰ

新アサヒニューテツ

スーパーけいさん鉄

資 材 名
ケイ酸30～31%、アルカリ分45～48%

ケイ酸25%、苦土7%、鉄5%、リン酸5%、アルカリ分45%

ケイ酸66.1%、カリ2%、石灰2.5%、鉄2.6%

ケイ酸20%、アルカリ分30%、鉄16.8%

ケイ酸23%、アルカリ分40%、苦土5%　鉄15％

主な成分
200kg/10a

100kg/10a

60kg/10a

100～150kg/10a

100kg/10a

標準施用量
■土壌改良資材の目安

【なのはな農協の土づくり支援】
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※プリグロックスL、ラウンドアップを散布する場合は風向きなどに留意し、付近の作物等にかからないように注意！

地力は、特に大豆・大麦の作付回数が多いほ場ほど低下しています。
土壌中の腐植を増やし保肥力を高めるには、有機物の補給が有効です。発酵

鶏糞等の堆肥の施用や大豆作付等を予定しているほ場を中心に、ヘアリーベッ
チなどの地力増進作物の作付けを進めましょう。
また、稲わらは貴重な有機物資源なので、水田にすき込み、土づくりに活用

しましょう。
（原稿提供：富山農林振興センター）

・栽培管理情報
・緊急的な気象情報や災害防止対策、
　栽培管理等の情報
・その他必要と思われる情報

〈情報提供内容〉
★なのはな農協では、皆様に電子メールによる営農情報の提供を行っています★★なのはな農協では、皆様に電子メールによる営農情報の提供を行っています★
※登録は無料です ★営農情報提供サービスへの　

　ご登録はこちらから☞
（QRコードにスマホ等をかざして
　必要な情報を登録してください）

Ｒ４年産なのはな米の高品質・安定生産に向けてＲ４年産なのはな米の高品質・安定生産に向けて

　高品質で美味しい米づくりには、「土づくり」が重要です。収穫を終えた土に
有機物の施用や不足養分の補給を行い、次年度の作付けに備えましょう。
　また、雑草が多発したほ場では、秋のうちから雑草対策に取り組みましょう。

　近年、管内では「ごま葉枯病（写真）」の発生
が目立っています。この病気は、土壌中のケイ酸、
カリ、鉄分含量などの低下により発生が増加し、
葉身の褐色斑点による登熟不良や穂枯れにより、
減収や品質低下を招きます。
　今こそ、積極的に土づくりを行いましょう！　ヒエやクサネム等の雑草が目立つほ場が増加しています。次年度

に向けて秋から対策に取り組み、雑草の発生密度を減らしましょう。

稲はケイ酸を多く必要とする作物です。ケイ酸質資材の施用を中断すると土壌中のケイ酸含量が急激
に低下するので、継続的に施用しましょう。
また、ごま葉枯病が多発したほ場では、鉄分を含む資材を施用しましょう。

①土壌改良（土づくり）資材の散布　～ケイ酸等の不足養分の補給、継続的な施用～

作土層が浅いと、根が十分に伸長せず、気温や水分変化の影響を受けやすくなります。秋耕と春耕と
の２回掛けの実施により、作土深15cm以上の確保に努めましょう。
秋耕後、排水溝の設置や心土破砕により水はけを良くし、稲わらの腐熟を促しましょう。

③深耕の実施と排水性の改善　～根域の確保、表面排水の徹底～

②有機物の施用　～腐植含量の向上、物理性の改善、不足養分の補給～秋の土づくり運動 実施中!「９月15日～11月15日」

①「本田」の雑草管理

②「畦畔」の雑草管理

※大麦等畑作物作付ほ場には使用できません。

秋の土づくりと雑草対策秋の土づくりと雑草対策

秋の雑草対策2

秋の土づくり1

■堆肥施用量の目安（秋施用の場合）

■堆肥施用量の目安（秋施用の場合）

牛 糞 堆 肥
豚 糞 堆 肥
籾 殻 堆 肥
発 酵 鶏 糞

種 類

1～2t/10a

2t/10a
150kg/10a

乾　　田

1～1.5t/10a

1～2t/10a
100kg/10a

半湿・粘質田
■ヘアリーベッチ作付け目安

播　種　時　期

播　 種 　量

すき込み時期

９月下旬～ 10月上旬

4 ～ 6㎏/10a

4 ～ 5月

品 種 晩生品種

わらゴールド
資 材 名

30kg/10a
標準施用量

セルロース分解菌、窒素2.1%、リン酸5.5%、カリ3.7%
主 な 成 分

※微生物と有機物の連携で稲わらの腐熟化を促進します

カソロン粒剤6.7

除 草 剤 名

4～6㎏
（雑草発生前～発生始期）

散布量（10a当たり） 備　　　　考
秋冬期～春期に、畦畔に散布することにより、6月頃までイネ科雑草
の発生を抑えます。カメムシの餌をなくし、カメムシの越冬世代と次
世代以降の発生密度を低減します。

石灰窒素

除 草 剤 名

40～50㎏

プリグロックスＬ 800～1000㎖
（希釈水量100～150ℓ）

マックスロード
１年生雑草：200～ 500㎖
多年生雑草：500～1000㎖
（希釈水量50～100ℓ）

散布量（10a当たり） 備　　　　考
発芽促進により秋の内に発生させたヒエをすき込み、翌年の発生
密度を減らします。稲刈り後、できるだけ気温の高い時期に散布し
ます。翌年が水稲の場合、基肥の減肥を検討しましょう。
１年生雑草（ヒエ、クサネム等）の種子の発芽抑制等により翌年の
発生密度を減らします。土中の種子には効かないので、秋耕前の
散布が効果的です。

塊。茎を形成する雑草（クログワイ等）にも浸透移行し、密度を
抑えます。気温の高い時期に散布するほうが効果的です。

＜ごま葉枯病の病斑＞

こんな斑点
の稲の葉を
見ませんで
したか？

　なのはな農協では、土壌改良資材の積極的な散布を推進するため、「なのはな米品質向上対策事業」として、
資材費助成や散布委託費の支援・作業の仲介等を実施しております。事業の詳細については、各支店へお
問い合わせください。

珪酸石灰

シリカロマン

シンキョーライトＰ

新アサヒニューテツ

スーパーけいさん鉄

資 材 名
ケイ酸30～31%、アルカリ分45～48%

ケイ酸25%、苦土7%、鉄5%、リン酸5%、アルカリ分45%

ケイ酸66.1%、カリ2%、石灰2.5%、鉄2.6%

ケイ酸20%、アルカリ分30%、鉄16.8%

ケイ酸23%、アルカリ分40%、苦土5%　鉄15％

主な成分
200kg/10a

100kg/10a

60kg/10a

100～150kg/10a

100kg/10a

標準施用量
■土壌改良資材の目安

【なのはな農協の土づくり支援】
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熊
さ
ん
・
・
へ
え
、
な
る
ほ
ど
。
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
利
用
す
り
ゃ
あ
、
税
務
署
に
行
か
な
く
て
も
、
税
金

に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
ん
で
や
ん
す
ね
。
税

務
署
の
窓
口
で
相
談
す
る
場
合
も
、
事
前
に
予
約
し
た

ほ
う
が
必
要
な
書
類
な
ん
か
も
確
認
で
き
や
す
し
ね
。

そ
う
い
や
あ
、
申
告
書
の
作
成
も
税
務
署
に
行
か
な
く

て
も
で
き
ま
し
た
よ
ね
？

御
隠
居
・
・
お
お
そ
う
じ
ゃ
。
熊
さ
ん
も
、
少
し
は
税
金

の
手
続
き
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
の
う
。
熊
さ
ん
の

言
う
と
お
り
、
申
告
手
続
も
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
て

画
面
案
内
に
従
っ
て
入
力
す
れ
ば
、
申
告
書
の
作
成
や

送
信
が
で
き
る
の
じ
ゃ
よ
。
毎
年
２
月
か
ら
始
ま
る
確

定
申
告
で
は
、
多
く
の
人
が
利
用
し
て
い
る
の
じ
ゃ
よ
。

熊
さ
ん
・
・
混
雑
し
た
申
告
会
場
に
出
向
か
な
く
て
も
、

自
宅
か
ら
手
続
き
が
完
了
で
き
や
す
か
ら
ね
。
税
務
署

に
行
か
な
く
て
も
い
い
の
は
助
か
り
や
す
ね
。

御
隠
居
・
・
熊
さ
ん
や
、
税
金
の
納
付
も
、
税
務
署
の
窓

口
や
金
融
機
関
に
出
向
か
な
く
て
も
で
き
る
の
じ
ゃ
よ
。

税
務
署
や
金
融
機
関
に
行
か
な
く
て
も
納
付
手
続
が
で

き
る「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
」が
便
利
じ
ゃ
。
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
納
付
に
は
、
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
か
ら
納
付
す
る
な
ど
、
様
々
な
方

法
が
あ
る
の
じ
ゃ
よ
。

熊
さ
ん
・
・
そ
い
つ
は
便
利
で
や
ん
す
。
御
隠
居
、
税
務

署
に
行
か
な
く
て
も
で
き
る
手
続
き
は
、
他
に
は
ど
ん

な
も
の
が
あ
る
ん
で
す
か
い
？

御
隠
居
・
・
令
和
３
年
７
月
か
ら
は
、
ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
を
利

用
す
れ
ば
、
納
税
証
明
書
の
申
請
か
ら
受
取
ま
で
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
の
じ
ゃ
よ
。

熊
さ
ん
・
・
こ
の
ご
時
世
、
税
務
署
に
行
か
な
く
て
も
、

こ
ん
な
に
税
金
に
関
す
る
手
続
き
が
で
き
る
の
は
本
当

に
助
か
り
や
す
ね
。

御
隠
居
・
・
そ
う
じ
ゃ
の
う
。
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（https://w

w
w
.nta.go,jp

）
を
見
る
と

よ
か
ろ
う
。

熊
さ
ん
・
・
わ
か
り
や
ん
し
た
、
御
隠
居
。
日
頃
か
ら
の

準
備
が
大
切
で
や
ん
す
か
ら
、
帰
っ
て
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
見
て
み
る
で
や
ん
す
。

�

（
富
山
税
務
署
）

熊
さ
ん
・
・
御
隠
居
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

な
か
な
か
収
ま
り
や
せ
ん
ね
。
あ
っ
し
は
、
税
金
の
相

談
を
し
た
い
の
で
や
ん
す
が
、
外
出
す
る
の
も
不
安
な

ご
時
世
で
や
ん
す
か
ら
、
ど
う
し
た
も
の
か
と
思
い
や

し
て
ね
。

御
隠
居
・
・
税
金
の
一
般
的
な
質
問
で
あ
れ
ば
、
税
務
署

に
行
か
な
く
て
も
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

w
w
w.nta.go,jp

）
の
「
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
」
を
使
っ

て
、
よ
く
あ
る
税
の
質
問
に
対
す
る
一
般
的
な
回
答
を

税
金
の
種
類
や
キ
ー
ワ
ー
ド
ご
と
に
調
べ
る
こ
と
が
で

き
る
ぞ
。
電
話
に
よ
る
相
談
で
あ
れ
ば
、
電
話
相
談
セ

ン
タ
ー
で
受
け
付
け
て
お
る
ぞ
。

熊
さ
ん
・
・
さ
す
が
御
隠
居
、
よ
く
ご
存
知
で
や
ん
す
ね
。

あ
っ
し
の
質
問
に
御
隠
居
が
答
え
て
く
れ
る
よ
う
に
、

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
や
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
以
外
に
税

に
関
す
る
質
問
に
答
え
て
く
れ
る
方
法
は
な
い
ん
で
す

か
い
？

御
隠
居
・
・
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
以
外
に
も
、
所
得
税
の

確
定
申
告
や
年
末
調
整
に
関
す
る
疑
問
や
、
医
療
費
控

除
や
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
が
多
い
質

問
に
つ
い
て
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
時
期
に
併

せ
て
、
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
に
よ
る
税
務
相
談
を
受
け
て

お
る
ん
じ
ゃ
よ
。
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
自
動
で
回
答
し
て

く
れ
る
の
じ
ゃ
。
利
用
可
能
な
期
間
中
は
土
日
、
夜
間

に
関
係
な
く
い
つ
で
も
利
用
で
き
る
か
ら
、
税
務
署
に

行
か
な
く
て
も
税
に
つ
い
て
調
べ
ら
れ
る
の
じ
ゃ
よ
。

熊
さ
ん
・
・
具
体
的
に
書
類
や
事
実
関
係
を
確
認
す
る
必

要
が
あ
る
場
合
な
ど
、
電
話
で
の
回
答
が
困
難
な
相
談

内
容
は
ど
う
す
り
ゃ
い
い
ん
で
す
か
い
？

御
隠
居
・
・
税
務
署
で
は
の
う
、
電
話
で
の
回
答
が
困
難

な
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
所
轄
の
税
務
署
に

電
話
等
で
相
談
日
時
を
予
約
し
て
も
ら
っ
て
お
る
ん

じ
ゃ
よ
。

御
隠
居
と
熊
さ
ん
の

　
皮
膚
癌
の
多
く
は
日
光
に
あ
た
る
顔
面
や
四
肢
に
発
生
し
ま
す
。
高
齢
者
に
多
い
た
め
、

高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
今
後
、
皮
膚
癌
の
発
生
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
皮
膚
癌
は
目
に

見
え
る
部
位
に
発
生
す
る
た
め
、
早
期
で
の
発
見
が
可
能
で
あ
り
、
適
切
な
治
療
を
行
う

こ
と
に
よ
り
完
治
す
る
皮
膚
癌
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　
皮
膚
癌
の
種
類
に
は
放
置
し
て
お
く
と
癌
化
す
る
前
癌
病
変
で
あ
る
日
光
角
化
症
、

ボ
ー
エ
ン
病
、
ほ
と
ん
ど
転
移
を
起
こ
す
こ
と
の
な
い
基
底
細
胞
癌
、
皮
膚
癌
の
中
で
は

比
較
的
多
く
、
転
移
を
き
た
す
こ
と
も
あ
る
有
棘
細
胞
癌
、
外
陰
部
に
発
生
し
て
湿
疹
と

勘
違
い
さ
れ
や
す
い
乳
房
外
パ
ジ
ェ
ッ
ト
病
、
転
移
す
る
こ
と
が
多
く
、
悪
性
度
が
高
い

悪
性
黒
色
腫
、
メ
ル
ケ
ル
細
胞
癌
な
ど
様
々
な
特
徴
を
持
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
皮
膚

癌
は
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
徐
々
に
大
き
く
な
り
、
全
身
の
他
の
臓
器
に
転
移
し
て
、

最
終
的
に
は
生
命
を
脅
か
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
診
断
さ
れ
れ
ば
必
ず
治
療

を
受
け
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
治
療
前
に
は
、
ダ
ー
モ
ス
コ
ピ
ー
と
い
う
拡
大
鏡
を
用
い
た
り
、
リ
ン
パ
節
や
他
臓
器

へ
転
移
し
て
い
る
可
能
性
を
疑
え
ば
超
音
波
、Ｃ
Ｔ
、Ｍ
Ｒ
Ｉ
や
Ｐ
Ｅ
Ｔ‒

Ｃ
Ｔ
な
ど
の
画

像
検
査
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
癌
を
疑
っ
た
場
合
に
腫
瘍
の
一
部
を
切
除
し
て

病
理
検
査
（
腫
瘍
の
種
類
を
決
定
す
る
た
め
に
行
う
細
胞
の
検
査
）
を
行
い
、診
断
を
行
っ

て
か
ら
手
術
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
い
つ
も
全
て
の
検
査
を
必
要
と
す
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
適
切
な
治
療
を
選
択
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
こ
の
よ
う
な
検
査
を
受
け

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
手
術
は
腫
瘍
の
悪
性
度
な
ど
に
よ
り
切
除
範
囲
が
異
な
り
ま
す
。
悪
性
度
が
高
い
も
の

ほ
ど
幅
広
い
切
除
が
必
要
で
す
。
基
本
的
に
は
切
除
後
に
皮
膚
を
縫
い
縮
め
ま
す
が
、
大

き
く
切
除
す
る
場
合
な
ど
腫
瘍
を
切
除
し
た
部
位
が
縫
い
縮
め
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
に

は
、
人
工
の
皮
膚
、
別
の
場
所
か
ら
の
皮
膚
移
植
、
周
囲
の
組
織
を
使
っ
た
皮
弁
術
な
ど

を
組
み
合
わ
せ
て
可
能
な
限
り
術
前
の
見
た
目
と
機
能
を
取
り
戻
す
再
建
を
行
い
ま
す
。 

　
気
に
な
る
皮
膚
病
変
が
あ
る
場
合
は
形
成
外
科
を
受
診
し
て
い
た
だ
き
、
相
談
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
最
善
の
治
療
方
針
を
提
案
さ
せ
て
い
だ
き
ま
す
。

　
皮
膚
癌
の
多
く
は
日
光
に
あ
た
る
顔
面
や
四
肢
に
発
生
し
ま
す
。
高
齢
者
に
多
い
た
め
、

高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
今
後
、
皮
膚
癌
の
発
生
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
皮
膚
癌
は
目
に

見
え
る
部
位
に
発
生
す
る
た
め
、
早
期
で
の
発
見
が
可
能
で
あ
り
、
適
切
な
治
療
を
行
う

こ
と
に
よ
り
完
治
す
る
皮
膚
癌
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　
皮
膚
癌
の
種
類
に
は
放
置
し
て
お
く
と
癌
化
す
る
前
癌
病
変
で
あ
る
日
光
角
化
症
、

ボ
ー
エ
ン
病
、
ほ
と
ん
ど
転
移
を
起
こ
す
こ
と
の
な
い
基
底
細
胞
癌
、
皮
膚
癌
の
中
で
は

比
較
的
多
く
、
転
移
を
き
た
す
こ
と
も
あ
る
有
棘
細
胞
癌
、
外
陰
部
に
発
生
し
て
湿
疹
と

勘
違
い
さ
れ
や
す
い
乳
房
外
パ
ジ
ェ
ッ
ト
病
、
転
移
す
る
こ
と
が
多
く
、
悪
性
度
が
高
い

悪
性
黒
色
腫
、
メ
ル
ケ
ル
細
胞
癌
な
ど
様
々
な
特
徴
を
持
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
皮
膚

癌
は
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
徐
々
に
大
き
く
な
り
、
全
身
の
他
の
臓
器
に
転
移
し
て
、

最
終
的
に
は
生
命
を
脅
か
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
診
断
さ
れ
れ
ば
必
ず
治
療

を
受
け
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
治
療
前
に
は
、
ダ
ー
モ
ス
コ
ピ
ー
と
い
う
拡
大
鏡
を
用
い
た
り
、
リ
ン
パ
節
や
他
臓
器

へ
転
移
し
て
い
る
可
能
性
を
疑
え
ば
超
音
波
、Ｃ
Ｔ
、Ｍ
Ｒ
Ｉ
や
Ｐ
Ｅ
Ｔ‒

Ｃ
Ｔ
な
ど
の
画

像
検
査
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
癌
を
疑
っ
た
場
合
に
腫
瘍
の
一
部
を
切
除
し
て

病
理
検
査
（
腫
瘍
の
種
類
を
決
定
す
る
た
め
に
行
う
細
胞
の
検
査
）
を
行
い
、診
断
を
行
っ

て
か
ら
手
術
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
い
つ
も
全
て
の
検
査
を
必
要
と
す
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
適
切
な
治
療
を
選
択
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
こ
の
よ
う
な
検
査
を
受
け

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
手
術
は
腫
瘍
の
悪
性
度
な
ど
に
よ
り
切
除
範
囲
が
異
な
り
ま
す
。
悪
性
度
が
高
い
も
の

ほ
ど
幅
広
い
切
除
が
必
要
で
す
。
基
本
的
に
は
切
除
後
に
皮
膚
を
縫
い
縮
め
ま
す
が
、
大

き
く
切
除
す
る
場
合
な
ど
腫
瘍
を
切
除
し
た
部
位
が
縫
い
縮
め
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
に

は
、
人
工
の
皮
膚
、
別
の
場
所
か
ら
の
皮
膚
移
植
、
周
囲
の
組
織
を
使
っ
た
皮
弁
術
な
ど

を
組
み
合
わ
せ
て
可
能
な
限
り
術
前
の
見
た
目
と
機
能
を
取
り
戻
す
再
建
を
行
い
ま
す
。 

　
気
に
な
る
皮
膚
病
変
が
あ
る
場
合
は
形
成
外
科
を
受
診
し
て
い
た
だ
き
、
相
談
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
最
善
の
治
療
方
針
を
提
案
さ
せ
て
い
だ
き
ま
す
。

杉下　和之

厚生連高岡病院
形成外科診療部長

皮
膚
癌
に
つ
い
て

─
国
税
に
関
す
る
各
種
手
続
は

ご
自
宅
等
か
ら
─
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知
識
の
泉
・
豊
か
な
心
と
く
ら
し
に

「
家
の
光
図
書
」

お
す
す
め
し
ま
す

お
申
し
込
み
は
、
最
寄
り
の
支
店
へ

材
料
を
入
れ
た
ら
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
だ
け
で
簡
単
に
お

か
ず
が
で
き
る
と
注
目
の
電
気
圧
力
鍋
。
　や
わ
ら
か
煮

豚
や
肉
じ
ゃ
が
な
ど
、
ご
ち
そ
う
か
ら
毎
日
の
ご
は
ん
ま

で
す
ぐ
に
使
え
る
レ
シ
ピ
を
多
数
紹
介
。
操
作
法
や
お
手

入
れ
方
法
も
解
説
。

薬
膳
料
理
家
が
お
く
る
、
発
酵
食
に
あ
ふ
れ
た
暮
ら
し
。

み
そ
や
し
ょ
う
ゆ
を
は
じ
め
、
砂
糖
ゼ
ロ
の
お
や
つ
ま
で

全
て
手
作
り
。
自
然
に
寄
り
添
い
、
菌
と
生
き
る
生
活
は

体
を
整
え
健
康
に
し
て
く
れ
る
。
発
酵
調
味
料
や
お
か
ず

の
レ
シ
ピ
も
掲
載
。

はじめての電気圧力鍋
毎日使える絶品レシピ

定価：1,540円（税込）
発酵暮らし
菌とともに生きる

定価：1,650円（税込）

シェフ永井のおすすめシェフ永井のおすすめ
永井智一（ながい・ともかず）
茨城県笠間市にある
「天晴（旧キッチン晴人）」オーナーシェフ

作り方 材料（４人分）

梨
と
イ
チ
ジ
ク
の

サ
ラ
ダ

秋
サ
ケ
の

ク
リ
ー
ム
ソ
ー
ス

梨（くし切りで1/8にカットし塩水に浸けておく）
イチジク（半切り）
サツマイモ（乱切りして蒸しておく）
マイタケ
生ハム
ハーブ類
エキストラバージンオリーブ油
レモン汁
岩塩

1個
2個
1本

1パック
1パック
適宜
適宜

1/2個分
適宜

秋サケ
カボチャ（乱切りして蒸したもの）
サツマイモ（乱切りして蒸したもの）
シメジ（小房にばらしておく）
モロッコインゲン
（3cm幅に切りゆでておく）
イクラ
生クリーム（乳脂肪分43％程度のもの）
白ワイン
砂糖
塩・こしょう
小麦粉
サラダ油
バター

切身4切れ
1/8個
1本

1パック
2本

大さじ2
200ml
大さじ2
小さじ1
適宜
少々

小さじ1
小さじ1

（１）オーブン（トースターでも可）を熱し、
イチジク、サツマイモ、マイタケを焼き
上げる

（2）器に梨、焼き上げたイチジク、サツ
マイモ、マイタケ、生ハムを彩りよく
盛り付け、エキストラバージンオリー
ブ油、レモン汁を回し掛け、岩塩を
振りハーブ類を散らして出来上がり。

作り方

（１）フライパンにサラダ油を熱し、小麦
粉をはたいた秋サケを中火で両面焼
き、白ワインを入れ、いったん火を止
める。

（2）（1）のフライパンにバター、カボ
チャ、サツマイモ、シメジ、生クリー
ム、砂糖を入れ、弱火にして塩・こ
しょうをして10分ほど煮込む。

（3）ソースがとろりとしてきたら器に盛り
付け、モロッコインゲンを添え、イク
ラをかけて出来上がり。

材料（4人分）

右のイラストには左のイラストと違う部分が５ヵ所あります。
間違っている部分を右下の枠内の数字で探しましょう。

まちがいさがし
（答は１１Ｐ）
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4日間！！4日間！！

お問合せ先

和合給油所
TEL 076‒435‒3050

JAなのはな

10月7日・14日・21日・28日の10月7日・14日・21日・28日の

※値引き額は開催日に店頭にて発表します。※値引き額は開催日に店頭にて発表します。

１ℓあたり１ℓあたり

JA-SS 10月のお得なキャンペーン情報!

特売日!特売日!
毎週木曜日は毎週木曜日はハイオク

レギュラー

軽油対象

ハイオク

レギュラー

軽油対象

JAなのはな総合
機械センター 自動車課

一般整備・車検整備・板金塗装・民間車検指定工場

富山市田尻東2－1　TEL 076－435－0055　FAX 076－435－0030

● ご用命は当整備工場へ ●

令和3年

午前10：00～午後7：00
10月22日 金

午前10：00～午後4：00
23日 土

ご協力をお願いします安心してご来場いただけますよう、
感染症予防・拡散防止に努めています

マスクの着用 手指の消毒

検温 適度な距離

●新型コロナウイルス感染症の拡大防止にかかる富山県対策指針を
受け、感染拡大の予防に取り組んでおります。

●発熱、のどの痛み、長引く咳や倦怠感などの症状のある方はご来場
をお控えください。

●感染予防のため、接客時にマスクを着用させていただきます。

●新型コロナウイルスの感染状況によっては、中止になる場合がござ
います。
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答え
２…網の長さが違う
３…ジャンプした魚の
高さが違う

６…犬の尻尾が下がっ
ている

９…いすの背もたれが
ない

12…水が減っている

◆付議事項
・出資金の減額について

◆報告事項
・上半期末仮決算結果について
・８月末各事業実績について（貯金・貸出金・共済・購買）
・貸出について
・令和3年産米集荷状況について
・コンプライアンスプログラム進捗状況について
� （第2四半期）
・苦情等対応報告について（第2四半期）
・事務ミス等の報告について（第2四半期）
・ALM委員会の検討内容について
・子会社の状況について

正 組 合 員 数
准 組 合 員 数
貯 金
預 金
貸 出 金
長期共済保有高
購買品供給高
販売品販売高

5,314人
5,457人

1154億1106万円
932億7390万円
177億0130万円
2269億1280万円
25億1483万円
5億0319万円

　
　和名ツリガネニンジンの由来は、花が釣鐘型で、根の
形がチョウセンニンジンに似るのでこの名があります。
地方によって別名は、トトキ、ツリガネソウ、チョウチ
ンバナなどの方言名でも呼ばれています。

役員会報告　9月29日（水）開催

JAなのはな概況　（8月31日現在）

表紙説明《釣鐘人参（ツリガネニンジン）》

JA日誌JA日誌 ９．	18	 八町米新米発売
	 29	 役員会
	 	 支店長会議

カ ダーカカカカカカカカカカカカ ダダダーダダーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーダダダダダダ
1 金

2 土

3 日

4 月 定休日（農産物直売所）

5 火

6 水

7 木

8 金 上半期末監事監査（本店）

9 土

10 日

11 月 定休日（農産物直売所）

12 火

13 水

14 木

15 金

16 土

17 日

18 月 定休日（農産物直売所）

19 火

20 水

21 木

22 金 衣料総合展示会（本店）

23 土 衣料総合展示会（本店）

24 日

25 月 定休日（農産物直売所）

26 火

27 水

28 木

29 金

30 土

31 日

右のイラストには左のイラストと違う部分が５ヵ所あります。
間違っている部分を右下の枠内の数字で探しましょう。

まちがいさがし
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里芋（全域）里芋（全域） ぶどうぶどう

農協味噌農協味噌八町米八町米

「
新
鮮
・
安
全
・
安
心
」野
菜
紹
介

「
新
鮮
・
安
全
・
安
心
」
旬
の
農
産
物
や
切
り
花

な
ど
様
々
な
商
品
が
あ
り
ま
す
の
で
、
近
所
の

方
・
友
人
・
知
人
を
誘
い
合
っ
て
ご
来
店
下
さ
い
。

自
慢
の
野
菜
・
花
・
加
工
品
を

直
売
所
で
売
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

会

　員

募
集
中

色や形、大きさや味わいは、それぞれに個性が有り旬の時期も異な
ります。品種の多さは果物の中でも群を抜いており、とにかく甘い
ものや酸味が適度にあるもの、皮ごと食べれるものなど様々です。

なのはな農協管内の大豆とお米を使用、保存料や食品添
加物は一切使用していない、安全･安心なお味噌です。

9月18日から、令和３年産新米発売中。ご贈答用に、今年
もお世話になった方々にいかがですか。キャンペーン実施
中です。

芋類の中ではカロリーが低くヘルシー食材として積極的に
活用して頂きたい食材の一つです。独特なヌメリには胃腸
の保護・活発化に役立つ成分も含まれています。

ＪＡなのはな農産物直場所 Facebookでも
キットキットな情報をお届けしています

ＪＡなのはなＨＰ　
http://www.nanohana.or.jp/

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

営
業
時
間
の
お
知
ら
せ

広報
編集/発行　なのはな農業協同組合　企画総務部　〒931-8540（個別番号） 富山県富山市豊田本町3-18-21　TEL（076）438-2211
印刷/いおざき印刷株式会社

No.331　令和3年10月1日発行 JAなのはなホームページアドレス http://www.nanohana.or.jp

支　　援　　内　　容

対　　象　　内　　容

対　　　象　　　者

【お問い合わせ先】なのはな農業協同組合　経済部　電話 076（438）2214

旅
行
を
楽
し
く
過
ご
す

     

　

 

耳
よ
り
情
報
局

2021年7月1日（木）～8月31日（火）
12月31日（金）まで延長

宿泊券販売・予約期間

地元で泊まろう！ 県民割引キャンペーン～もっと愉しもう！ 宿泊プラン地元で泊まろう！ 県民割引キャンペーン～もっと愉しもう！ 宿泊プラン

最大10,000円割引最大10,000円割引

もっと ・プレミアム宿泊券（2,000円）を半額で販売
（1人1泊当たり10枚（20,000円分）迄）

・販売窓口：コンビニエンスストア、旅行会社
（なのはな農協　経済部で販売しています）
・プレミアム宿泊券を30,000円以上（お支払
額15,000円以上）購入の方に5,000円相当
の（送料込・税込）の特産品プレゼント
（旅行会社の店頭でご購入の方限定）
（応募用紙がなくなり次第終了となります）
　＊応募用紙10月31日（日）まで配布　11月5日（金）までの申込
・富山おみやげクーポン券の配布（1枚1,000
円、上限2,000円分）を配布
（プレミアム宿泊券利用2枚（4,000円）毎に
クーポン券1枚（1,000円）配布

・富山県の宿泊地+観光地入場料　又は
宿泊+食事を組み合わせたプラン　

　合計12,000円以上のプランに限る
（旅館独自のプランも可）
（例）宿泊代15,000円＋食事又は観光代
　　　　　　　　　5,000円＝20,000円
プレミアム宿泊券10枚（20,000円利用）
お客様負担　10,000円

1、富山県民（県内在住者）のみのグループ
　　（1名でも利用可能）
2、1グループ4名様までの申込人数
　　（但し同居家族は4名様以上でもＯＫです）
3、ステージ1、ステージ2も同条件


